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1. 2025年3月期第2四半期（中間期）の連結業績（2024年4月1日～2024年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年3月期中間期 11,114 1.5 935 7.2 980 6.8 667 8.5

2024年3月期中間期 10,948 ― 872 ― 918 ― 615 ―

（注）包括利益 2025年3月期中間期　　648百万円 （△15.2％） 2024年3月期中間期　　765百万円 （―％）

1株当たり中間純利益
潜在株式調整後

1株当たり中間純利益
円 銭 円 銭

2025年3月期中間期 69.83 ―

2024年3月期中間期 63.77 ―

注）2023年３月期末より連結財務諸表を作成しているため、2024年３月期中間期の対前年中間期増減率については記載を省略しております。

　　2024年３月期において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、2024年３月期中間期に係る各数値については、暫定的な会計処理の

　　確定の内容を反映させております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2025年3月期中間期 14,053 9,243 65.8

2024年3月期 13,652 8,813 64.6

（参考）自己資本 2025年3月期中間期 9,243百万円 2024年3月期 8,813百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年3月期 ― 0.00 ― 30.00 30.00

2025年3月期 ― 0.00

2025年3月期（予想） ― 40.00 40.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

2025年３月期　期末配当金の内訳　普通配当35円00銭　記念配当５円00銭（誕生25周年記念配当）

3. 2025年 3月期の連結業績予想（2024年 4月 1日～2025年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 22,231 2.2 1,752 5.9 1,817 4.5 1,216 △4.6 127.22

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年3月期中間期 10,800,000 株 2024年3月期 10,800,000 株

② 期末自己株式数 2025年3月期中間期 1,235,856 株 2024年3月期 1,238,465 株

③ 期中平均株式数（中間期） 2025年3月期中間期 9,561,367 株 2024年3月期中間期 9,650,423 株

※ 第2四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変

化等により、上記予想数値と異なる場合があります。

　なお、上記予想に関する事項は添付資料の３ページを参照してください。
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１．当中間期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、雇用情勢や所得環境の改善が見られ、インバウンド需要をはじめと

する消費の回復等により、景気は緩やかな回復基調となりました。一方で、為替動向や地政学的リスク等による物

価高騰などの影響が懸念され、依然として先行き不透明な状況にあります。

国内の情報サービス市場におきましては、企業のビジネス変革や働き方改革に向けたデジタル化（ＤＸ）の取り

組みが継続しており、それを支えるＩＴ需要は堅調に推移しました。しかしながら、経済環境の先行きには不透明

感が残っており、企業のＩＴ投資への影響を注視していく必要があります。

このような環境において当社グループは、共創によりＩＴと社会を繋ぎ豊かな未来を創造すべくグループ一丸と

なった経営体制を構築していく企業風土の醸成を目的としたグループパーパス「社会とＩＴの未来をともにつなぐ

（Connecting people one world）」を制定いたしました。このグループパーパスの下、「中核事業の拡大」「次期

成長事業の創出」「事業基盤の強化」を３本柱とした中期経営方針に、企業価値向上に資する人的資本などの非財

務の視点を加え、財務・非財務統合のサステナビリティ経営によりケイパビリティの拡大に取り組んでまいりまし

た。

具体的には、当社専門部隊による社内横断的な人材育成や業務支援を通じたクラウドネイティブな開発への対応

力の強化に加え、当社グループとしての営業体制の強化やパートナー企業との連携強化により多様化する顧客ニー

ズに対応し、中核事業の拡大に取り組んでまいりました。また、顧客やパートナー企業との共創を通じて、デジタ

ル先端技術を活用したビジネスイノベーションの取り組みを進めてまいりました。さらに、従前から取り組んでき

ている事業提携・Ｍ＆Ａによる事業投資を中長期的な事業基盤の強化と位置づけ、更なる取り組みを推進してまい

りました。

当中間連結会計期間での動向を品目別に見ますと、コンサルティング及びシステムインテグレーションサービス

では大手ベンダー経由の金融関連システム開発案件や社会公共関連システム開発案件が、またシステムマネージメ

ントサービスにおいては、大手ベンダー経由の基盤・環境構築案件が堅調に推移しました。

この結果、当中間連結会計期間の売上高は、11,114百万円（前年同期比1.5％増）となりました。利益面は、不採

算案件による損失の計上があったものの、売上高の増加に加え、継続的な販売費及び一般管理費抑制に取り組んだ

結果、営業利益935百万円（前年同期比7.2％増）、経常利益980百万円（前年同期比6.8％増）、親会社株主に帰属

する中間純利益667百万円（前年同期比8.5％増）をそれぞれ計上しました。

なお、2024年３月期において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、比較情報における前中間

連結会計期間の各数値については、暫定的な会計処理の確定の内容を反映させております。

（２）財政状態に関する説明

(資産)

当中間連結会計期間末における資産合計は14,053百万円となり、前連結会計年度末に比べ400百万円増加しまし

た。これは主に「現金及び預金」の増加315百万円、「受取手形、売掛金及び契約資産」の増加117百万円によるも

のであります。

(負債)

当中間連結会計期間末における負債合計は4,809百万円となり、前連結会計年度末に比べ29百万円減少しました。

これは主に「賞与引当金」の増加181百万円、「未払金」の減少176百万円、「未払法人税等」の増加160百万円、

「退職給付に係る負債」の減少87百万円、「その他」に含まれる「預り金」の減少113百万円によるものでありま

す。

(純資産)

当中間連結会計期間末における純資産合計は9,243百万円となり、前連結会計年度末に比べ430百万円増加しまし

た。これは主に「利益剰余金」の増加380百万円によるものであります。

この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の64.6％から65.8％となっております。
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(キャッシュ・フローの状況の分析)

当中間連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は前連結会計年度末に比べ315百万

円（5.5％）増加し、当中間連結会計期間末には6,089百万円となりました。

当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果得られた資金は639百万円（対前年同期比15.0%増）となりました。

これは主に収入では税金等調整前中間純利益の計上980百万円、賞与引当金の増加181百万円であり、支出では

未払金の減少178百万円、その他の負債の減少166百万円、法人税等の支払による支出152百万円、売上債権の増加

117百万円を反映したものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果使用した資金は９百万円（前年同期は使用した資金０百万円）となりました。

これは主に有価証券の取得による支出６百万円によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果使用した資金は315百万円（対前年同期比0.8%減）となりました。

これは配当金の支払額285百万円、長期借入金の返済による支出30百万円によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年３月期通期の連結業績予想につきましては、当中間連結会計期間の業績及び現状の事業状況、事業環境を

勘案しました結果、概ね2024年５月10日に公表しました連結業績予想の範囲内で推移しており、現時点において同

予想値に変更はありません。

なお、実際の業績につきましては、今後様々な要因によって予想値と異なる可能性があります。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,798,941 6,114,356

受取手形、売掛金及び契約資産 3,512,203 3,629,332

有価証券 10,000 10,000

商品及び製品 - 1,134

その他 189,406 142,875

貸倒引当金 △225 △225

流動資産合計 9,510,326 9,897,473

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 78,737 74,852

土地 116,992 116,992

その他（純額） 12,656 12,186

有形固定資産合計 208,386 204,031

無形固定資産

ソフトウエア 57,556 44,184

のれん 137,129 125,702

顧客関連資産 133,714 122,571

その他 8,835 8,835

無形固定資産合計 337,235 301,293

投資その他の資産

投資有価証券 2,672,076 2,744,502

繰延税金資産 659,820 638,755

その他 264,405 266,984

投資その他の資産合計 3,596,302 3,650,243

固定資産合計 4,141,924 4,155,567

資産合計 13,652,250 14,053,041
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 800,520 863,314

１年内返済予定の長期借入金 60,000 60,000

未払金 367,777 191,132

未払法人税等 207,864 367,972

賞与引当金 1,130,318 1,311,989

役員賞与引当金 37,625 -

受注損失引当金 62,063 28,436

その他 469,649 405,151

流動負債合計 3,135,818 3,227,997

固定負債

長期借入金 140,000 110,000

退職給付に係る負債 1,428,060 1,340,334

繰延税金負債 40,125 36,270

資産除去債務 65,275 65,321

その他 29,800 29,800

固定負債合計 1,703,260 1,581,726

負債合計 4,839,078 4,809,723

純資産の部

株主資本

資本金 1,180,897 1,180,897

資本剰余金 1,106,558 1,106,752

利益剰余金 6,106,689 6,487,512

自己株式 △633,730 △632,329

株主資本合計 7,760,415 8,142,832

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 878,016 923,428

退職給付に係る調整累計額 174,739 177,056

その他の包括利益累計額合計 1,052,756 1,100,485

純資産合計 8,813,171 9,243,317

負債純資産合計 13,652,250 14,053,041
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

売上高 10,948,569 11,114,321

売上原価 8,712,396 8,824,295

売上総利益 2,236,172 2,290,025

販売費及び一般管理費 1,363,593 1,354,511

営業利益 872,579 935,513

営業外収益

受取利息 3,606 3,076

受取配当金 28,234 37,990

為替差益 7,473 -

持分法による投資利益 3,209 3,863

雑収入 4,085 5,211

営業外収益合計 46,610 50,142

営業外費用

支払利息 634 594

為替差損 - 4,110

雑損失 9 51

営業外費用合計 643 4,756

経常利益 918,545 980,898

特別利益

固定資産売却益 - 5

特別利益合計 - 5

特別損失

固定資産廃棄損 - 0

特別損失合計 - 0

税金等調整前中間純利益 918,545 980,904

法人税等 303,186 313,236

中間純利益 615,359 667,668

非支配株主に帰属する中間純利益 - -

親会社株主に帰属する中間純利益 615,359 667,668
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中間連結包括利益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

中間純利益 615,359 667,668

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 146,087 △21,327

退職給付に係る調整額 3,642 2,317

その他の包括利益合計 149,730 △19,009

中間包括利益 765,089 648,658

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 765,089 648,658

非支配株主に係る中間包括利益 - -
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（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 918,545 980,904

減価償却費 21,415 20,461

のれん償却額 11,427 11,427

顧客関連資産償却額 11,142 11,142

株式報酬費用 2,662 1,774

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △63,799 △84,385

賞与引当金の増減額（△は減少） 109,823 181,671

受注損失引当金の増減額（△は減少） △43,706 △33,626

受取利息及び受取配当金 △31,840 △41,066

支払利息 634 594

為替差損益（△は益） △7,473 4,110

持分法による投資損益（△は益） △3,209 △3,863

固定資産売却損益（△は益） - △5

固定資産廃棄損 - 0

売上債権の増減額（△は増加） 55,605 △117,129

棚卸資産の増減額（△は増加） 440 △1,134

仕入債務の増減額（△は減少） △65,929 62,794

未払金の増減額（△は減少） △13,452 △178,332

未払消費税等の増減額（△は減少） △11,555 59,362

その他の資産の増減額（△は増加） 45,321 43,779

その他の負債の増減額（△は減少） △26,779 △166,022

小計 909,272 752,455

利息及び配当金の受取額 20,266 40,539

利息の支払額 △634 △594

法人税等の支払額 △372,296 △152,446

営業活動によるキャッシュ・フロー 556,608 639,953

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 64,436 -

有価証券の取得による支出 △130,444 △6,723

有価証券の売却による収入 64,982 -

固定資産の取得による支出 △181 △640

固定資産の売却による収入 5 5

その他の支出 △210 △2,246

その他の収入 769 403

投資活動によるキャッシュ・フロー △642 △9,201

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △30,000 △30,000

自己株式の取得による支出 - △179

配当金の支払額 △287,903 △285,157

財務活動によるキャッシュ・フロー △317,903 △315,337

現金及び現金同等物に係る換算差額 285 -

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 238,348 315,414

現金及び現金同等物の期首残高 5,094,158 5,773,941

現金及び現金同等物の中間期末残高 5,332,506 6,089,356
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

(税金費用の計算)

税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によっております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法によっております。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

当社グループは、情報サービス事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。


